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令和８年度事業計画 
 

 

Ⅰ. 基本方針 

島根県の令和７年の観光動向は、前半は冬場の大雪や関西大阪万博の影響等により減少傾向も、

秋以降はＮＨＫの「連続テレビ小説 ばけばけ」の誘客効果より前年を上回る状況であった。島根

県観光動態調査（速報値）は、宿泊客延べ数は約３６０万人（前年比 約２万人減少）、外国人宿泊

客延べ数は約１１３千人（前年比 約２６千人増）、観光入込客延べ数は約３，１２５万人（前年比 

約１３９万人増）となっている。 

令和８年度は、３月に山陰自動車道の石見三隅インターチェンジから遠田インターチェンジ間が

開通し島根県内東西間の周遊が促進され、また、ＮＨＫの「連続テレビ小説 ばけばけ」に続いて、

ＴＢＳドラマ「ＶＩＶＡＮＴ」の続編が予定されているなど、島根県の観光にとって明るい話題が

ある一方で、物価高騰や人手不足、また、気候変動や国際問題など観光を取り巻く外部要因は大き

く変動しており、先行きが見通せない状況が続いている。 

（公社）島根県観光連盟は、ＤＭＯ（観光地域づくり法人）として３年目を迎えるが、変動する

国内外の経済・社会情勢を注視しながら、県、市町村、観光協会、観光関係団体等との連携を図る

とともに、さらにマーケティング力を強化し、機動的・効果的・効率的に施策を展開する。 

 

１．観光を取り巻く状況 

（1）旅行形態などの変化 

①インバウンド観光が回復する一方で、地域間格差やオーバーツーリズム問題が発生 

②航空運賃、ＪＲ運賃、宿泊料金、パッケージ旅行価格の変動制（ダイナミック化）が定着 

③運輸事業者（ＪＡＬ、ＡＮＡ、ＪＲ）の直販の拡大、ＭａａＳの取り組みの強化 

④コロナ禍を脱し国内旅行者における団体旅行が復調するも、個人旅行へのシフト 

⑤観光目的のテーマ化、プライベート化、体験重視等の観光ニーズの多様化 

⑥ワーケーションなど新たな旅行を伴うワークスタイルが浸透 

（2）国内観光のトピックス 

①ＪＲ「山口デスティネーションキャンペーン」（Ｒ８年秋） 

②ＪＴＢ国内旅行キャンペーン「日本の旬 山陰・山陽・四国」（Ｒ９年上期） 

（3）県内観光のトピックス 

①山陰道の石見三隅ＩＣ～遠田ＩＣ間が開通（Ｒ８年３月） 

②石見銀山世界遺産登録２０周年及び石見銀山発見５００年（Ｒ９年） 

③大山隠岐国立公園指定９０周年（令和８年２月） 

④ＮＨＫ連続テレビ小説「ばけばけ」の誘客効果 

  ⑤ＴＢＳ日曜劇場「ＶＩＶＡＮＴ」続編の放送（Ｒ８年） 

  ⑥インバウンド観光客が増加 

（4）国内経済・社会の状況 

①ガソリンや電気代、食品原材料費、生活関連品等の物価上昇 
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②最低賃金の引き上げ、業種別の賃金格差の問題 

③観光業界においても人手不足が継続 

（5）県内の観光関係の主な課題 

①観光消費額を伸ばすため、宿泊者数や滞在時間等のさらなる拡大 

②安定した観光需要を創出するため、月別来訪者数の平準化やリピーターの獲得 

③島根県の観光コンテンツの魅力が国内外に十分伝わっていない 

④交通アクセス（特に二次交通）が弱く、県内での広域的な周遊が限定的 

⑤出雲地域と石見地域・隠岐地域の入込客数等の格差 

⑥インバウンド需要のさらなる取り込み 

（6）観光連盟の主な課題 

  ①データ分析、マーケティングに基づく事業実施とＰＤＣＡサイクルの確立 

②県、県内市町村、観光協会、ＤＭＯ等との連携・役割分担 

③業務効率を改善し、生産性を高めるためのＤＸ化 

④ＤＭＯ登録ガイドラインに対応する安定的かつ多様な財源の確保等 

 

２．目指す方向性 

（1）観光を地域経済の一つの柱として「地域の稼ぐ力」の中心を据えて取り組む。 

・観光消費額の増加、滞在時間の延伸、リピーターの獲得 

・地域内経済循環の拡大 

（2）地域資源を磨き上げ、付加価値の高い観光地域づくりを推進する。 

・自然、歴史文化、温泉、食など、島根県の持つ価値、強みを活かす 

・体験型・滞在型コンテンツを充実 

・県、市町村、観光協会、観光関係団体等との連携を強化し、面的な観光地域づくりを推進 

（3）国内外のターゲットに応じた戦略的な誘客・情報発信を行う。 

・首都圏・関西圏・中京圏・山陽圏の主要市場に対して、テーマ別・層別の発信を強化 

・女性・ファミリー・中高年層など、関心の高い層に合わせた訴求 

・デジタルマーケティングを活用し、効果測定を行うＰＤＣＡ型の広報へ転換 

・台湾・香港・中国・韓国・タイ・フランス・ベトナムの重点国を中心に誘客 

（4）データに基づく観光マーケティングを推進する。 

・観光動態調査、Ｗｅｂ調査などのデータを活用、ＡＩ分析を取り入れマーケティングを強化 

・ＫＰＩ（観光消費額、延べ宿泊者数、満足度、リピート率など）を設定 

・各事業の効果検証を行い、施策の改善サイクルを確立  
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Ⅱ．成果指標（ＫＰＩ） 

令和7年：宿泊客延べ数・観光入込客延べ数（速報値）、ＰＶ数（確定値）、これ以外は目標値 

令和8年：目標値                           ※暦年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．令和8年度 事業体系 

１．一般会計（全県対象） 

基本戦略 令和８年度事業項目 小事業 

誘客促進 旅行業連携誘客推進事業 旅行会社商品造成販売支援事業 

貸切バス旅行商品造成販売支援事業 

旅行会社向け観光情報発信事業 

テーマ型マーケット誘客促進

事業 

教育旅行等誘致事業 

ワーケーション誘致事業 

ファミリー誘客事業 

情報発信 観光情報発信事業 ＷＥＢマーケティング事業 

ロケ＆メディア取材誘致促進事業 

キャラクターマーケティング事業 

観光ＰＲイベント活用事業 

受入環境整備 受地開発支援事業 ドラマを契機とした体感ポイント創出事

業 

誘客ネットワーク支援事業 

地域観光開発支援事業 

研修事業 

インバウンド インバウンド誘客促進事業 インバウンドＦＩＴ高速バス利用促進事

業 

マーケティング マーケティング推進事業 

 

データ分析・マーケティング事業 

ＤＭＯ活動推進事業 

ＤＭＯ専門人材配置事業 

指 標 令和6年 令和7年 令和8年 

観光消費額（億円） 1,243 1,200 1,250 

宿泊客延べ数［全体］（千人） 3,614 3,597 3,700 

外国人宿泊客延べ数（千人） 87 113 140 

観光入込客延べ数（千人） 29,860 31,251 31,300 

来訪者満足度（％） 77.8 81 83 

国内リピーター率（％） 44.6 54 56 

島根県への旅行意向割合（％） 61.3 62.0 63.0 

推奨意向［県外客］（％） 76.2 80.0 81.0 

WEBサイトのＰＶ数（千回） 12,642 13,926 14,500 



 令和８年度事業計画 

 

- 4 - 

 

2．特別会計Ⅰ 「＆ご縁の聖地」ブランド誘客促進事業（松江・出雲・安来エリア） 

基本戦略 令和８年度事業項目 小事業 

誘客促進 旅行会社商品・宿泊プランの

造成販売促進事業 

着地メニュー企画運営事業 

情報発信 「＆ご縁の聖地」プロモーシ

ョン事業 

メディア等活用宣伝事業 

特設サイト運営・ＰＲツール制作事業 

受入環境整備 「＆ご縁の聖地」受地整備事

業 

「＆ご縁の聖地」体感ポイント創出事業 

 

 

3．特別会計Ⅱ 石見地域観光振興事業 

基本戦略 令和８年度事業項目 小事業 

誘客促進 旅行会社連携誘客推進事業 旅行会社向け旅行商品造成支援事業 

個人旅行者向け誘客促進事業 

情報発信 観光情報発信事業 メディアタイアップ事業 

石見地域情報発信強化事業 

石見神楽プロモーション事業 

受入環境整備 観光地域づくり推進事業 地域資源活用支援事業 

石見神楽の観光活用事業 

インバウンド インバウンド誘客促進事業 海外個人旅行客誘致強化事業 

インバウンドプロモーション事業 

空港対策 萩・石見空港観光利用促進事

業 

国内個人旅行誘致促進事業 

首都圏向け情報発信事業 

空港を活用したインバウンド利用促進事

業 
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Ⅳ．令和８年度個別事業 

［  ］内は、令和７年度の当初予算額 

■一般会計 

令和８年度の一般会計予算額（事業活動支出計）は 261,605 千円で、令和７年度当初予算

（265,658千円）から4,053千円の減額となっている。 
各事業については、令和８年度事業計画の基本方針をふまえ、６本の事業体系を柱として実施

することとし、特に令和６年度から実施しているマーケティング事業に重点を置き、県内ＤＭＯ

等の観光関係者と情報共有・連携を図りながら、効果的・効率的な観光振興施策に活用していく。 

 

１．旅行業連携誘客推進事業 

旅行会社や航空会社、バス会社等と連携し、ＢtoＢの手法で旅行商品の造成や販売促進等に

取り組み、県外からの誘客を推進する 

（1）旅行会社商品造成販売支援事業   7,600千円（県補助7,600千円）［11,500千円］ 

多様な旅行商品の造成や旅行商品の販売強化を図るため、旅行会社に対する支援を継続する

とともに、航空路線を利用して訪れる観光客の誘致に航空会社と連携して取り組む。 

①下見や仕入の支援 

□事業内容 

 ・旅行会社が募集型または受注型の企画旅行の造成を前提として下見や仕入に訪れる場

合の経費の一部を助成（補助率1/2、100千円上限） 

□計画 

 ・助成件数：10件 

②研修旅行の支援 

□事業内容 

 ・島根県への旅行の販売促進を目的に旅行会社が社員を対象とした研修旅行で訪れる場

合の経費の一部を助成（補助率1/2、300千円上限） 

□計画 

・助成件数：2件 

③旅行パンフレットの支援 

□事業内容 

 ・隠岐への誘客を促進するために旅行会社が作成する旅行パンフレットの制作費の一部

を助成（補助率2/3、1,000千円上限） 

□計画 

 ・助成件数：1件 

④航空会社と連携した誘客 

□事業内容 

 ・ＦＤＡと連携し、中京圏からの誘客を促進 

□計画 

 ・誘客数：750人（1,500席） 
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（2）貸切バス旅行商品造成販売支援事業   13,500千円（県補助13,500千円）［12,500千円］ 

閑散期の底上げと県西部地域や隠岐地域への誘客促進を図るため、島根県内の周遊観光を目

的とした団体バス旅行の経費の一部を補助する。 

□事業内容 

・島根県外発の募集型または受注型の団体バス旅行の造成・販売経費の一部を助成 

（補助額）・県西部または隠岐の日帰り旅行：15千円／台【新規】 

・県東部の宿泊旅行：50千円／台 

・県西部または隠岐の宿泊旅行：65千円／台【新規】 

・県西部や隠岐の旅行は閑散期以外も補助対象に設定 

・バスの利用実績台数が目標台数の5割未満になった場合は補助額を半額に減額 

□計画 

・誘客数：8,100人（270台） 

 

（3）旅行会社向け観光情報発信事業   15,350千円（県補助15,050千円）［16,100千円］ 

   地元観光関係者と県外旅行会社の商談の場を設け、旬なトピックや観光素材等を提案すると

ともに、旅行会社への継続的なアプローチとし、メールマガジンを配信する。 
①観光情報説明会の開催 

□事業内容 

 ・旅行会社の企画・仕入担当者等を対象とした説明会を東京、大阪、名古屋で開催 

・説明会と合わせて旅行会社と地元観光関係者との商談会や交流会を設定 

□計画 

 ・実施回数：3回 

②旅行会社と連携したコンテンツ開発 

□事業内容 

 ・旅行会社の企画・仕入担当者等を招いた現地視察を実施 

・視察と合わせて具体的な商品造成や誘客に繋げるための意見交換会を設定 

□計画 

 ・実施回数：1回 

③営業ツールの作成 

□事業内容 

 ・団体旅行向けの観光素材等を取りまとめた冊子を作成 

□計画 

 ・作成回数：1回 

④メールマガジンの配信 

□事業内容 

 ・旅行の商品造成や販売に役立つ情報を全国の旅行会社等（登録者）へ定期的に配信 

□計画 

 ・配信回数：月1回 
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２．テーマ型マーケット誘客促進事業 

教育旅行やＭＩＣＥ（報奨旅行）の誘致、ワーケーション施設の情報発信を継続するととも

に、子供連れのファミリー層の誘客に取り組む。 
（1）教育旅行等誘致事業   5,800千円（県補助5,800千円）［5,500千円］ 

従来の歴史・文化を学ぶ素材や島根ならではの探究学習プログラムを活用しながら、助成制

度をフックに教育旅行の誘致促進を図る。 
①旅行会社への支援 
□事業内容 

・島根県内で宿泊し、観光施設等への入場または体験メニューを１つ以上実施する教育

旅行のバス代の一部を助成 

（補助額）・県外バスを利用：50千円／台（上限額200千円） 

・県内バスを利用：100千円／台（上限額400千円） 

・島根県内で２泊以上する場合は、宿泊する地域により旅行者数に応じて助成額を上乗 

 せ 

（補助額）・県東部に宿泊：1千円／人（上限額200千円） 

・県西部または隠岐に宿泊：2千円／人（上限額400千円） 

□計画 

・助成件数：20校 

②学校への支援 
□事業内容 

・県外の学校の教職員が修学旅行を実施に向けて現地を下見に訪れる場合の経費の一部

を助成（補助率1/2、上限100千円） 

□計画 

・助成件数：3校 

③探究学習プログラムの整備 
□事業内容 

・学校からのニーズが高まっている探究的な学習に繋がるようなプログラムを石見銀山

をフィールドに造成 

□計画 

 ・造成件数：1件 

 

（2）ワーケーション等推進事業   1,700千円（県補助1,700千円）［900千円］ 

島根県でのワーケーションを推進するための情報発信を行うとともに、企業が実施する報奨

旅行等に対する「おもてなし」を実施し、ビジネストリップの誘致に取り組む。 
①ワーケーションの情報発信 
□事業内容 

 ・ワーケーション総合ＷＥＢサイト「しまね うるおいワーケーション」の情報更新 

□計画 

 ・ページビュー数：20千回 
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②ＭＩＣＥ団体おもてなしキャンペーンの実施 
□事業内容 

・県外の企業等が宿泊を伴う報奨旅行や招待旅行等で訪れた場合に「しまねっこ」によ

るお出迎えや記念品のプレゼントを実施 

・インバウンド向けにも展開【新規】 

□計画 

・誘客数：1,000人（国内、インバウンド） 

 

（3）ファミリー誘客事業   2,460千円（県補助2,460千円）［2,000千円］ 

自家用車利用による観光需要増が見込まれる子供連れのファミリー層をターゲットとした

情報発信を継続し、近隣県からの誘客に取り組む。 
□事業内容 

 ・アンケート調査等でニーズを把握しながら、山陽などのマイカー利用圏のファミリー

層への情報発信を実施  

・ＷＥＢコンテンツのアップデートおよびスポット情報の追加 

□計画 

 ・Instagram による継続的な情報発信で新規ユーザーを獲得しつつ、質重視の投稿を実

施することで、フォロワーの行動変容（認知→興味関心）を促進 

 

３．観光情報発信事業 

県の公式サイト｢しまね観光ナビ｣をはじめ、新聞や雑誌など外部メディアを通じて島根の魅力

を発信するとともに、島根県観光キャラクター｢しまねっこ｣を活用し、島根の認知度向上を図る。 
（1）ＷＥＢマーケティング事業   20,061千円（県補助19,061千円）［18,601千円］ 

「しまね観光ナビ」で最新の観光情報や顧客ニーズに沿った情報を発信するとともに、定期的

な情報のメンテナンスやアクセス解析による継続的な効果検証を行う。 
 ①「しまね観光ナビ」の管理運営 

□事業内容 

 ・サイトの運営維持・管理 

 ・コンテンツ制作・サイト改善（既存記事を活用した効率的なコンテンツ作成、ＷＥＢ

接客ツールを活用したサイト内誘導の強化） 

 ・分析ツールを活用した効率的な仮説立案・実施・検証 

   ②石見銀山世界遺産登録周年記念特設ページの作成 

□事業内容 

・登録周年に向けて、しまね観光ナビ内の石見銀山特集ページをリニューアル（情報の

整理を行うとともに、出雲エリアからのアクセス情報等を追加） 

   ③着地コンテンツの発信 

□事業内容 

 ・しまね観光ナビ内の体験・現地ツアーに掲載する既存情報の更新 

・新規の着地コンテンツの情報収集及び掲載 
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④サイトの多言語化 

□事業内容 

英語サイトの情報をもとに、自動翻訳システムを活用し、韓国語・簡体字・繁体字・フ

ランス語・タイ語・ベトナム語の6言語サイトを運営 

   ①～④を合わせた計画 

□計画 

 ・ページビュー数：14,500千回 

 ・観光入込客実人数に対するサイト閲覧率：45% 

 ・平均閲覧ページ数：3.0 

 ・エンゲージメント：favorite数 11,000、LINEシェア数2,200 

 ・サイト満足度：8.00（10段階評価） 

 

（2）ロケ＆メディア取材誘致促進事業   8,443千円（県補助8,443千円）［9,123千円］ 

映画やテレビドラマなどのロケの誘致やサポートを行うとともに、県外メディアが県内で行

う取材を支援し、島根の観光情報の発信を促進する。 
①島根フィルムコミッションネットワークの活動 
□事業内容 

 ・島根フィルムコミッションネットワーク会議の事務局として、島根を舞台とする映画、 

テレビドラマ等のロケ地誘致やロケ支援を実施 

 ・ロケ支援した作品を活用した観光プロモーションの実施 

 ・ジャパン・フィルムコミッション等が主催する研修会、ロケ地フェア等への参加 

 ・島根県内のフィルムコミッション担当者等を対象とした各種研修、セミナーの主催 

 ・島根フィルムコミッションＷＥＢサイトの情報更新、拡充 

□計画 

 ・ロケ誘致・ロケ支援対応：100件 

 ・作品活用件数（ロケ地マップ等の制作）：1件以上 

②取材費の支援 
□事業内容 

 ・島根県内で取材を行う場合の旅費等（実費）を助成し、島根の観光情報の発信を促進 

（補助額）・島根県内の2ヶ所以上の市町村を取材（上限200千円） 

           ・萩・石見空港を利用し、県西部の市町1ヶ所以上を取材（上限300千円） 

           ・隠岐の町村1ヶ所以上を取材（上限300千円） 

□計画 

 ・助成件数：16件 

 

（3）キャラクターマーケティング事業   4,400千円（県補助3,597千円）［4,597千円］ 

「しまねっこ」のキャラクター管理（イメージ管理）を適切に行うとともに、イベントでの

活動を通じて｢しまねっこ｣や島根県の認知を高める。 
□事業内容 

     ・公式サイト「しまねっこの部屋」の改修、新コンテンツの追加 
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     ・商標利用の普及 

・「しまねっこのお家」グリーティングの開催 

□計画 

 ・商標利用申請件数目標：850件 

 ・グリーティング開催：年12回 

 

（4）観光ＰＲイベント活用事業   300千円（県補助0千円）［300千円］ 

   県外で開催されるイベントに参加し、観光案内や観光コンテンツの模擬体験、観光パンフレ

ットの配布等を行う。 
□事業内容 

 ・毎年1月に広島市内において開催される「しまねふるさとフェア」に出展 

□計画 

 ・来県促進となるブース展開 

 

４．受地開発支援事業 

テレビドラマを活用した受地づくりを行うとともに、地元観光関係者とともに地域の強みを活

かした魅力的な受地開発の支援を進め、誘客につなげる。 
（1）ドラマを契機とした体感ポイント創出事業 6,000千円（県補助6,000千円）［12,000千円］ 

ＮＨＫ連続テレビ小説「ばけばけ」の誘客効果を継続させるため、ドラマの世界観が体感で

きる受地づくり等を行う。 
□事業内容 

 八雲とセツゆかりの地を始めとした県内広域周遊を促進 

 

（2）誘客ネットワーク支援事業   5,300千円（県補助0千円）［1,500千円］ 

組織的かつ継続的に誘客活動を行う民間団体等の営業力や情報発信力を最大限に活かすた

めの連携や支援を行う。 
□事業内容 

 ・島根県内の宿泊施設で構成される島根県旅館ホテル生活衛生同業組合と連携した取り

組み【新規】 

 ・出雲エリアの観光施設等で構成される島根県観光施設協議会と連携した取り組み 

・石見エリアの観光施設等で構成される石見ツーリズムネットと連携した取り組み 

□計画 

 ・各民間団体と調整しながら実施 

 

（3）地域観光開発支援事業   1,700千円（県補助0千円）［1,700千円］ 

県内の観光協会等と連携しながら情報発信と誘客支援を行う。また、会員等に対して観光に

関するニュースを提供するメールマガジンを配信する。 
①メールマガジン「島観連つうしん」の配信 

□事業内容 

 ・島根県観光連盟の事業等について会員等の観光関係者（登録者）に定期的に配信 
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□計画 

 ・配信回数：月１回 

②ロゴマーク「ご縁も。美肌も、しまねから。」の管理・提供 

□事業内容 

 ・旅行会社や民間からの申請対応 

□計画 

 ・メルマガ等でのロゴ利用案内 

③「出雲神話語り部の会」所属ガイドの手配・派遣 

□事業内容 

 ・宿泊施設や旅行会社からの出雲大社ガイドの依頼を受け、ガイドの手配を実施 

□計画 

 ・ガイドを通じて観光客の理解度や満足度を向上 

・満足度やガイドの質向上を目的としたガイド後のアンケート実施 

   ④「しまね観光ナビ」の記事広告作成支援 

□事業内容 

・「しまね観光ナビ」内にＰＲ記事を掲載し、アクセス分析のフィードバックを実施 

□計画 

・記事広告掲載数：10件 

 

（4） 研修事業   800千円（県補助0千円）［800千円］ 

県内の観光協会や民間事業者の職員等を対象とした研修を実施する。 
□事業内容 

     ・外部から研修テーマの専門家を招いて研修を実施 

□計画 

     ・実施回数：年1～2回 

 

５．インバウンド誘客促進事業 

外国人観光客の誘致促進を図るため、ゲートウェイ別の誘客対策として関西圏からの個人旅

行客の誘客に取り組む。  
（1）インバウンドＦＩＴ高速バス利用促進事業 4,720千円（県補助4,720千円）［11,496千円］ 

関西方面から島根県へ運行する高速バス料金について、外国人向けに割引価格を設定し、海

外からのＦＩＴ（個人旅行客）の誘客促進を図る。 
□事業内容 

 ・関西～松江・出雲・浜田・益田線の片道料金が2,000円となるよう事業者への差額助

成を継続 

□計画 

 ・利用件数：800件 
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６．マーケティング推進事業 

効果的な誘客施策を展開するための調査分析、マーケティングを実施し、事業のＰＤＣＡを

進めるとともに、観光関係者との会議の開催、情報共有等により連携を強化する。 

（1）データ分析・マーケティング事業   7,000千円（県補助3,000千円）［6,000千円］ 

島根県を訪れる観光客の現状を把握し、データに基づいた効果的な誘客施策を展開するため

の調査や分析を行うとともに、得られたデータを観光関係者へフィードバックする。 
□事業内容 

 ・県内宿泊者を対象としたＷＥＢアンケート調査の継続 

・日本観光振興ＤＭＰなど、外部サービスを利用した情報収集 

・生成ＡＩを活用したデータ分析と分析結果の共有【新規】 

□計画 

 ・ＷＥＢアンケート調査協力宿泊施設：150軒 

 ・ＷＥＢアンケートの回答件数：9,000件 

 ・分析結果の共有：年4回 

 

（2）ＤＭＯ活動推進事業   500千円（県補助0千円）［500千円］ 

広域連携ＤＭＯや県内の地域ＤＭＯ等との連携を図るため、意見交換や合意形成を行うため

の会議を開催する。 
□事業内容 

 専務理事・事務局長会議、また、ＣＭＯ担当者会議など役割に応じた会議を設定 

（県内ＤＭＯ）・広域連携ＤＭＯ （一社）山陰インバウンド機構 

            ・都道府県ＤＭＯ （公社）島根県観光連盟 
            ・地域ＤＭＯ   （一社）中海・宍道湖・大山圏域観光局 

（一社）隠岐ジオパーク推進機構 

（一社）松江観光協会 

（一社）出雲観光協会 

（一社）大田市観光協会 

                 （一社）ますだプライドクリエーション 

□計画 

 ・専務理事・事務局長会議：年２回 

・ＣＭＯ等担当者会議：オンライン会議を活用し適宜実施 

 

（3）ＤＭＯ専門人材配置事業   1,100千円（県補助500千円）［1,870千円］ 

観光地域づくり法人（都道府県ＤＭＯ）として期待される観光地経営やマーケティングの機 
能強化を図るため、専門知識を持つ外部人材にアドバイザー業務を委託する。 

□事業内容 

 令和4年度から委託している（株）LOCAL ROOTSに継続してアドバイザイー業務を委託 

□計画 

 ・県内ＤＭＯの情報共有・意見交換会等にアドバイザーとして参加 

 ・顧問業務 
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７．その他 

（1）自主財源の確保 

自主財源の増加を図るための取り組みを実施する。 

□事業内容 

・新規会員の勧誘 

・寄付金の確保 

・観光振興に資するための寄付型自動販売機設置の推進 

・「しまね観光ナビ」に掲載する記事広告やバナー広告の募集 

         ・観光ＰＲイベントへの出展等で「しまねっこ」のグッズ等を付随的に販売 

    □計画 

     ・自己財源額:25,419千円 
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■特別会計Ⅰ 「＆ご縁の聖地」ブランド誘客促進事業 

令和８年度の特別会計Ⅰの予算額（事業活動支出計）は 25,624 千円で、令和７年度当初予算

（24,659千円）から965千円の増額となっている。 

各事業については、令和８年度事業計画の基本方針をふまえ、事業体系の柱を３本に整理して   

実施することし、特に「ご縁」をテーマに来訪する旅行者の対象を広げること、「ご縁」のイメー 

ジを広域（松江市、出雲市、安来市）に波及させることに注力する。 

 

１．旅行会社商品・宿泊プランの造成販売促進事業 

「ご縁スイーツ＆出雲路そば巡り電子クーポン」の企画運営を行うとともに、電子クーポンを 

活用した旅行商品の造成や販売の促進を図る。 

（1）着地メニュー企画運営事業   5,070千円［9,450千円］ 

□事業内容 

・「ご縁スイーツ・出雲路そば巡り電子クーポン」付き商品造成のためのセールス 

・旅行会社商品を通じて提供されたクーポン券の精算、利用店舗への支払 

・ご縁スイーツＷＥＢサイトの情報更新（電子クーポン付き商品の紹介） 

□計画 

・採用旅行会社：9社（前年から１社増） 

・発券枚数：5,000枚 

・利用人数：宿泊2,500人 

 

２．「＆ご縁の聖地」プロモーション事業    

ブランドを広くＰＲし、「ご縁」の想起回数を増やすことを通して新たな旅行需要を創出する。 

また、「ご縁の聖地＝広域（松江・出雲・安来）」への旅行意欲を喚起する。 

（1）メディア等活用宣伝事業   9,700千円［3,620千円］ 

公式ＳＮＳを活用するとともに、テレビ、雑誌、ＷＥＢメディア、フリーペーパー等の媒体 

企画・運営者への働きかけや、イベント出展により「＆ご縁の聖地」の魅力発信を行う。 

□事業内容 

・「ご縁の聖地」の認知度を高めるとともに、「ご縁」が自分にも関係があるテーマであ 

るという連想を獲得し、圏域への来訪動機を喚起するプロモーション施策を展開 

・ＰＲイベントへの出展やツールの提供・貸出等を通して、「＆ご縁の聖地」の認知度を 

高めるとともに、圏域への興味関心を促進 

□計画  

・公式ＳＮＳ投稿：月2回以上 

・ＳＮＳ広告［潜在層向け］  

・好機を活かした話題づくりやＰＲ展開［未関心層向け］ 

・アンケート調査［顧客理解、施策効果測定］ 

・イベント等でのえまみくじ販売数：5,000個 

・鏡の池模型貸出件数：5件 
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（2）特設サイト運営・ＰＲツール制作事業   1,100千円［1,000千円］ 

「＆ご縁の聖地」特設サイトや観光ガイドブック、ノベルティ等のＰＲツールを活用して出 

雲路の魅力発信を行う。 

□事業内容 

     ・ブランドコンセプトや圏域内の話題を提供し圏域への好意度や来訪意欲を高めるため   

特設サイトを運営 

     ・観光ガイドブック「IZUMOJI」の制作（増刷） 

□計画 

     ・ページビュー数：80,000回 

 

３．「＆ご縁の聖地」受地整備事業 

旅行者に「ご縁の聖地」を楽しんでいただくとともに、広域（松江・出雲・安来）を「ご縁   

の聖地」として認知してもらう受地づくりを行う。 

 

（1）「＆ご縁の聖地」体感ポイント創出事業   4,650千円［5,880千円］ 

旅行者が｢＆ご縁の聖地｣のコンセプトを感じ取れるタッチポイントや空間づくりを地元関 

係者とともに進める。 

□事業内容 

・絵馬、おみくじ、クーポンをセットにしたご縁アイテム「えまみくじ」の拡充 

     ・縁結びどこでもバスマップ2026年度版の作成協力 

     ・「＆ご縁の聖地」ロゴの利用促進 

□計画 

・えまみくじ販売数：15,000個 

・えまみくじクーポン利用率：25％ 

・「＆ご縁の聖地」ロゴ利用：5件 
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■特別会計Ⅱ 石見地域観光振興事業 

令和８年度の特別会計Ⅱの予算額（事業活動支出計）は135,173千円（人件費を除く）で、令 

和７年度予算（135,027千円）から146千円の増額となっている。 

石見銀山世界遺産登録20周年、発見500年や山陰道の開通等の機会をふまえるとともに、「温 

泉」や「食」といった観光資源を活用し、以下の施策体系により事業を実施する。 

 

１．旅行会社連携誘客推進事業 

旅行会社向け現地視察や商談支援を行うとともに、個人旅行者向けの商品開発などにより、 

石見地域への誘客を促進する。 

（1）旅行会社向け旅行商品造成支援事業   8,700 千円（県補助 8,700 千円）［11,500 千円］ 

①旅行会社向け現地視察・商談支援事業 

□事業内容 

・旅行会社を招請し、観光資源、体験コンテンツ、宿泊施設等の現地視察 

・地元事業者との商談機会の創出及び旅行商品造成に向けた意見交換会等 

□計画 

・旅行会社を対象とした現地視察及び商談会 年３回程度 

②旅行商品造成支援事業 

□事業内容 

・県外旅行会社の依頼によるサービス手配や営業活動を行う県内旅行会社へ委託し、石 

見地方への募集・受注旅行による送客を増やす 

□計画 

・商談実施社数：45社以上（うち新規取引3社以上） 

・旅行商品造成数：50商品以上 

 

（2）個人旅行者向け誘客促進事業   6,155千円（県補助6,155千円）［6,000千円］ 

「温泉」や「食」等の観光資源の魅力を生かした商品開発や周遊施策等により個人旅行客の 

誘客を促進 

①個人旅行客の誘客・周遊促進事業 

□事業内容 

・令和7年度に実施したLINE及びNFT技術による「島根県石見周遊デジタルスタンプ 

ラリー」の仕組みを活用し、山陽圏等県外からの誘客・周遊を促進 

□計画 

・デジタルスタンプラリー参加者数（LINE登録者数）：1,500名 

②個人旅行者向けコンテンツ開発事業 

□事業内容 

・石見銀山世界遺産登録20周年、発見500年や山陰道延伸の機会をふまえ、石見地域 

の観光資源や体験コンテンツを商品化する県内旅行会社への委託等により、石見地域 

への個人旅行客の誘客を促進 

□計画 

・観光コンテンツの商品化件数：10件程度 
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２．観光情報発信事業 

山陽圏におけるテレビ番組や雑誌といった発信力のあるメディアの活用や、観光PRイベン 

トの出展により石見地域の露出強化を図るとともに、観光パンフレットの発行やＳＮＳ等の活  

用による魅力の発信を行う。また、石見神楽定期公演情報や特設サイトの活用により、石見神 

楽の認知度向上を図る。 

（1）メディアタイアップ事業   5,270千円（県補助5,270千円）［5,770千円］ 

県広島事務所等と連携し、山陽圏の各種メディアとタイアップした情報発信により石見地域 

の露出を高める。 

□事業内容 

・広島の民放キー局等とのタイアップによる情報発信や、山陽圏でのイベント出展を通 

じて、石見地域の認知度向上と誘客促進を図る。 

□計画 

・テレビタイアップ 年２回程度 

・イベント出展（石見マルシェ・しまねふるさとフェア等） 年３回程度 

 

（2）石見地域情報発信強化事業   3,330千円（県補助3,330千円）［4,330千円］ 

①石見地域観光ガイドブック等の作成事業 

□事業内容 

・石見地域への主な来訪目的となっている「温泉」、「食」をテーマとした石見地域の魅 

力を伝えるガイドブックを作成し、山陽圏でのＰＲイベント等の機会を通じて発信す 

る 

□計画  

・予定印刷部数：15,000 

・配架先：石見９市町、県内主要観光施設、県内・山陽圏の道の駅、イベントなど 

②ＳＮＳ等を活用した情報発信事業 

□事業内容 

・旅行先の選定に影響力があるショート動画や写真の継続的な制作・投稿による情報発 

 信 

□計画 

・公式Instagram「なつかしの国石見」フォロワー数：6,000 

（R７年度実績：3,922） 

 

（3）石見神楽プロモーション事業   3,191千円（県補助3,191千円）［4,791千円］ 

定期公演や日本遺産を紹介するパンフレット等の制作、石見９市町の広域連携による神楽情 

報発信強化月間「石見の神楽在月」などにより、石見神楽の認知度向上のためのプロモーショ 

ンを実施する。また、文化庁及び県等の主催によるイベントでの石見神楽の広報活動を行うこ 

とで、来訪意欲の醸成を行う。 

□事業内容 

・定期公演パンフレットの制作 

・石見の神楽在月プロモーションサイトの運営 
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・特設サイト（石見国）による情報発信 

・イベントでの石見神楽広報 

□計画 

・定期公演パンフレット制作部数：40,000部程度 

（各市町観光協会、道の駅、イベント開催時に配布） 

・石見の神楽在月期間：9月～11月 

（上演情報を一元化し、観光客が検索しやすいサイトを運営） 

・PRイベントへの参加：2回程度（日本遺産フェスタ等） 

 

３．観光地域づくり推進事業    

地域資源を活用したイベントに対する支援により、石見地域への誘客につなげる。また、石 

見神楽の出張上演助成や環境整備等により、石見神楽の魅力を活用した誘客を促進する。 

 

（1）地域資源活用支援事業    4,500千円（県補助4,500千円）［4,500千円］ 

県外客の誘客を目的とし、「温泉」や「食」などの地域資源を活用したイベントの開催に対す 

る支援。 

□事業内容 

・石見地域への誘客、地域内周遊及び観光消費額の増加を図るため、石見地域ならでは 

の観光素材を生かしたイベントを開催する経費の一部を補助する事業を実施。 

 （補助率1/2、上限300千円。但し、「温泉」又は「食」に関するものは上限500千円） 

□計画 

・採択件数：9件程度 

 

（2) 石見神楽の観光活用事業   4,800千円（県補助4,800千円）［5,155千円］ 

石見神楽を活用した誘客事業、受入環境整備等を支援 

□事業内容 

・石見神楽出張上演への助成（石見地域に9名以上の団体で宿泊する場合、宿泊施設等 

での出張上演費用を助成） 

・石見神楽の普及、次世代の育成や担い手の確保等を目的とし、日本遺産展示会、県内 

ワークショップ、子供神楽体験教室を開催（実施団体へ委託） 

・石見神楽広域連絡協議会総会を開催し、石見神楽の振興に貢献した団体等への表彰式 

及び石見神楽の振興に関する講演会を実施 

□計画 

・石見神楽出張上演助成 135件 

・日本遺産展示会：12会場、県内ワークショップ：5会場、子供神楽体験教室：10会場 

・石見神楽広域連絡協議会総会実施時期：3月 
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４．インバウンド誘客促進事業 

欧米、台湾を中心に、山陽圏等からの外国人観光客誘致を目的とした情報発信などを行うと 

ともに、広島からの高速バス等を活用し、個人旅行客の誘客につなげる。 

（1）海外個人旅行客誘致強化事業   1,000千円（県補助1,000千円）［1,562千円］ 

広島県から県西部への各高速バス等を活用し、外国からの個人旅行客の誘致につなげる。 

□事業内容 

・広島から県西部への各高速バス路線等外国人観光客の石見地域への交通手段を活用し 

た誘客の促進 

□計画 

・情報発信や旅行会社による商品造成の支援などにより、外国人観光客による高速バス 

等交通手段の利用を促進し、石見地域への誘客につなげる。 

     

（2）インバウンドプロモーション事業   2,562千円（県補助2,562千円）［3,000千円］ 

□事業内容 

・台湾及び欧米豪市場を対象とした商談会への参加及び旅行会社との商談の実施 

・旅行会社等を対象とした視察ツアーの受け入れ 

・島根県の多言語観光公式サイト等を活用した情報発信 

・山陽圏等に在住する外国人への情報発信 

□計画 

・商談会参加回数 3回程度（中国地域インバウンドフォーラム商談会等） 

・旅行会社等の視察ツアーの受入回数 2回程度 

・多言語サイト等における石見の観光情報の記事掲載 3回程度 

・山陽圏等の外国人向けのSNS等を活用した情報発信 5回程度 

 

５．萩・石見空港観光利用促進事業 

萩・石見空港の東京路線２便化継続のため、首都圏からの個人型観光客による利用促進と誘 

客を図る。 

（1）国内個人旅行誘致促進事業   56,000千円（県補助56,000千円）［68,100千円］ 

①個人向け旅行商品の造成支援 

□事業内容 

・首都圏企業の福利厚生等による誘致 

・旅行会社（ＯＴＡ）等と連携した旅行商品の造成 

・旅行商品の特典（石見周遊割引クーポン・神楽めしクーポン）の提供 

□計画 

・福利厚生代行事業者の旅行商品による座席数：2,400席 

・旅行会社（OTA等）と連携した旅行商品による座席数（合計）：6,150席 

②ツアー造成支援 

空港施設を活用した観光コンテンツづくり 

□事業内容 

・空港でのお仕事体験や滑走路見学など萩・石見空港の施設を利用した体験コンテンツ 
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の造成支援 

・萩・石見空港利用者（東京発）に対する着地型旅行商品の造成・販売支援 

□計画 

・コンテンツ造成支援による利用座席数：200席 

・着地型旅行商品の造成・販売による利用座席数：100席 

 

（2）首都圏向け情報発信事業   30,130千円（県補助30,130千円）［13,030千円］ 

①首都圏向けの情報発信 

首都圏に向けて萩・石見地域の魅力発信を行い、萩・石見空港利用促進や石見地域の来訪 

促進を図る。 

□事業内容 

・特設サイト「TRIP WEB MAGAZINE 萩・石見※」での特集記事掲載 

※萩・石見エリアの魅力を伝えるWEBサイト 

・WEB広告や広告媒体を活用した萩・石見地域の魅力発信 

・メディアを活用した情報発信 

□計画 

・特設サイト「TRIP WEB MAGAZINE 萩・石見」 

 表示回数（PV）目標数値…170,981（令和７年度実績：169,289） 

 閲覧ユーザー数目標数値…119,080（令和７年度実績：117,901） 

②ＡＮＡと連携したプロモーション 

□事業内容 

・搭乗データ、会員情報等の分析に基づくターゲットの明確化やデータ分析結果に基づ 

くプロモーションを実施 

□計画 

・萩・石見空港東京便増加座席数：1,500席 

 

（3）空港を活用したインバウンド利用促進事業 4,900千円（県補助4,900千円）［4,900千円］ 

萩・石見空港を利用する外国人観光客向けの旅行商品の造成を支援 

□事業内容 

・萩・石見空港を活用し、外国人観光客を石見地域へ誘客するための旅行商品の造成、 

販売促進に向けた支援 

□計画 

・旅行商品の販売による利用座席数：150席 

 

 


